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インタビュー

法の支配が
国民生活の
基盤
江田五月
法務大臣にきく

―ご就任おめでとうございます、と申し上げてよろ
しいのでしょうか。まずは就任にあたってのお気持
ちと抱負をお聞かせいただけますでしょうか。
突然の就任で、まさに青天の霹靂でした。わずか
１年半の間で４人目ですからね。一日も早く、お祝
いを言われても素直に喜べるよう、頑張って成果を
上げたいと思います。法の支配というのは国民生活
の基盤中の基盤ですので、国民の皆様がこの国に暮
らす幸せを実感できるよう全力を尽くします。
―重点的に取り組みたい課題は。
何よりもまず、検察に対する国民の信頼を回復す
ることが急務です。取調べの可視化や検察の内部
チェック体制の整備は、早急に進めなければなりま
せん。法曹養成制度の再検討も急ぐ必要がありま
す。他にも民法改正、会社法制、行政事件訴訟法の
見直しや死刑問題など、課題は山積しています。
―弁護士業界へのメッセージを。
司法サービスを提供し、法の支配を具現化する役
割を担っているのは、弁護士のみなさんです。しか
し未だに、弁護士や司法に対する国民の不満はまだ

まだあると思います。特に若い弁護士の人たちに
は、「社会の木鐸」や「地の塩」という言葉を風化
させず、法曹を志した初心を忘れずに頑張って欲し
いですね。

（聞きて 柳楽久司本紙編集長）

このたびの大震災で被害を受けられた多くの皆様に心からお見舞い申し上げます。この未曾有の大震災
により被災地の皆様は大変厳しい状況に置かれていると思いますが、一日も早く復旧されますようお祈り
いたします。
当政治連盟は、日本弁護士連合会及び全国の各弁護士会とともに、全力で支援する所存です。
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平成２３年３月４日、江田五月法務大臣（岡山弁護士会所属・
２０期）を梶谷剛理事長・飯田隆広報委員長・鈴木善和幹事
長・柳楽久司本紙編集長が法務大臣室に訪問し懇談した。

江田法務大臣を囲んで
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はじめに

【鈴木幹事長】

本日は、弁護士資格をお持ちで、行政に在籍して

いらっしゃる皆さんにお集まりいただきました。

まず自己紹介から始めさせていただきたいと思い

ます。私は今日、司会進行をさせていただきます弁

護士政治連盟幹事長の鈴木善和です。

【柳楽氏】

第二東京弁護士会の柳楽と申します。私は今年５４

期で登録１０年目になるのですが、登録した初年度か

らずっと二弁で広報に携わっています。

【米田氏】

米田紀子と申します。東京弁護士会所属で５４期で

す。昨年の４月から消費者庁企画課で課長補佐をし

ております。任期は１年で今年の３月までとなって

います

【田中氏】

外務省経済局経済連携課に所属しております田中

佐知子と申します。第一東京弁護士会所属の５９期で

す。外務省での任期は２００９年３月から２年間ですの

で、２０１１年３月までです。現在は、経済連携協定（Ｅ

ＰＡ）交渉の知的財産と競争政策の各分野を担当さ

せていただいております。

【井上氏】

井上侑子と申します。所属弁護士会は第二東京弁

護士会で期は新６１期です。内閣府の男女共同参画局

の推進課の課長補佐をしています。昨年の１月から

２年間の任期で勤務することになっており、主に、

社会における女性の活躍促進やポジティブ・アク

ションの推進に関係する業務を行っています。

【藤田氏】

経済産業省経済産業政策局産業組織課で課長補佐

をしております藤田と申します。所属は第二東京弁
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護士会で６０期です。一昨年の４月から経済産業省で

勤務しておりまして、任期は今年の３月までの２年

となっております。業務の内容は、会社法制やＭ＆

Ａに関する制度整備を中心に扱っておりまして、最

近では、産業活力の再生及び産業活動の革新に関す

る特別措置法の改正法案の立法にも携わっておりま

す。

きっかけ・入省した経緯

【鈴木幹事長】

藤田さんにお聞きしたいのですが、現在の経済産

業省の経済産業政策局という所に入られた経緯と

か、あるいは自分が行ってみようと思ったこととか

そのあたりをお話いただけますでしょうか？

【藤田氏】

私はもともと行政庁の仕事に興味があったわけで

はなかったのですが、私の所属している法律事務所

には行政庁への出向経験者が多くいまして、事務所

でそういう経験者の方と仕事をすることが多く、話

を聞いているとすごくおもしろそうだと。実際に今

私の勤務している課に出向に来ていた方もいて、ま

さに日頃の弁護士業務として扱っている分野の制度

を作る側に回るということに興味を抱いていたとこ

ろに、丁度タイミング良く話があり、是非行ってみ

ようと思い立った次第です。

【井上氏】

私は弁護士１年目の時に任期付公務員をされてい

た方と知り合い、そういうものもあるのだと知って

ひまわり求人ページの任期付公務員募集のコーナー

をたまに見るようになり、今のポジションの公募を

見つけて応募し、採用されました。

元々、弁護士として何がしたいという興味の分野

が固まっていなかったので、なるべく幅広い業務を

扱っている事務所で働きたいと思っていました。弁

護士登録後１年間勤務した事務所では、企業法務か

ら訴訟、一般民事まで幅広く扱っていたのですが内

閣府男女共同参画局の公募を見た時に、そう言えば

ロースクールの時に「ジェンダーと法」という授業

を取っていたり、二弁の弁護修習で「セクハラ・Ｄ

Ｖプログラム」を取っていたりとか、男女共同参画

の方面に興味があったのだなと思いました。経験年

数も少ないのでまず採用されないだろうとは思った

のですが、いつでも募集があるものではないので思

い切って軽い気持ちで応募したところ、採用されて

今に至っています。

【田中氏】

外務省に行く前は商社の法務部で勤務していまし

た。正社員でしたので、そのまま勤務を続けるつも

りでいたのですが、偶然、日弁連のホームページで

外務省の公募を知りました。職務内容は、経済連携

協定に関する外交交渉でした。商社で民間同士の契

約に携わらせてもらっていた者にとって、国同士の

協定交渉は、大変興味深く感じましたし、外交交渉

がどうやって行われているのかという純粋な好奇心

もありましたので、是非やってみたいと思いまし

た。

任用に当っては、「出向」という形ではなく、そ

れまでの勤務先を退職して、２年間の任期付公務員

になりました。

【米田氏】

私は周りに任期付公務員の友人や同僚が何人かお

り、興味を持ち始めた時に丁度ホームページで募集

を目にしまして、弁護士としては企業法務を中心に

やっていたものですから、消費者庁にはあまりなじ

みがなかったのですが、公益通報者保護制度全般を

担当できるということで、今までやってきたことと

親和性があるかなと思い、応募したというきっかけ

です。

具体的な仕事内容

【鈴木幹事長】

では、現在どういったようなお仕事をしているの

か具体的にお話いただきたいと思います。

【藤田氏】

業務の種類としては大きく２つあり、１つは他の

省庁や証券取引所が作る法制度や規則などに、産業

界のニーズなどを汲み取ってもらえるように適切に

アピールをしていくというものです。もう１つは、

経済産業省の所管の法律や指針・ガイドラインなど

を使って、Ｍ＆Ａ実務などがスムーズに回るような
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仕組みを作っていくというものです。最近自分が関

わったものですと、前者については、東京証券取引

所が独立役員制度を導入したときの各種調整や、法

務省法制審議会における会社法制の見直しの提案に

関する経済産業省の意見書の策定などがありまし

た。後者については、Ｍ＆Ａの制度の円滑化・多様

化を目的とする産業活力の再生及び産業活動の促進

に関する特別措置法の改正を担当してきました。

【柳楽氏】

法案の文章を作るとかそういった作業をされてい

るのですか？

【藤田氏】

はい。正にそこは経産省プロパーの方と一緒に法

案のドラフトを作ったり、各省と協議したり、とい

う感じです。

【鈴木幹事長】

弁護士としての専門知識をストレートに発揮でき

る仕事ですね。

【藤田氏】

そうですね。

【鈴木幹事長】

井上さんは具体的にはどんなお仕事をされている

のでしょうか。

【井上氏】

平成２２年１２月に、第３次男女共同参画基本計画と

いう男女共同参画に関するアクションプランができ

たのですが、去年１年間はその策定が主でした。計

画の中にどのような政策を入れるか経産省、厚労

省、文科省、総務省、財務省などの様々な省庁と相

談したり、有識者の会議を経て作り上げていきまし

た。あとは公共調達のポジティブアクションといっ

て、事業の委託先を入札で選ぶ時に、その企業が男

女共同参画に取り組んでいる場合には加点すると

いった取組推進などをやっています。他にも、局の

中に広告代理店の方、民間企業のご出身の方等もい

らっしゃっているので、そういう方と一緒にポジ

ティブ・アクションを世の中に広めるためにはどう

したらいいかということを考えたり、色々なことを

やっています。

【田中氏】

外交交渉には、二国間交渉と多数国間交渉があり

ますが、私は主に二国間の経済連携協定交渉を担当

する課に属しております。１つの経済連携協定交渉

は全体として十以上の様々な専門分野の交渉から

成っているのですが、私はそのうちの知的財産分野

と競争政策分野を担当しています。

交渉は継続して進められますが、各回の交渉の前

に、日本の交渉官の発言・応答要領となる「対処方

針」を作成する等の準備を行います。例えば、知的

財産分野の交渉に関する「対処方針」作成の場合で

すと、知的財産分野の条約案をドラフトし、相手国

との交渉を効果的に進めるための発言・応答要領等

を準備していきます。その際、知的財産に関する国

内法を所管している全ての関係省庁の方々と事前に

すり合わせをした上で準備を進めますが、その取り

纏めを外務省が行います。

二国間交渉の場合、自国と相手国で交互に会合を

開催し、交渉の回を重ねて行きますが、毎回、両国

の関係省庁の専門家らが参集し、事前の準備に

基づいて議論を進めます。そして、各回の会合

終了後は、すぐに記録を起こし、会合参加者全

員による内容確認を了した上で、外交公電とし

て発出します。

毎回、以上のような手順で交渉を重ねていく

のですが、首尾よく全ての専門分野の交渉が妥

結すると、交渉完了となります。

妥結した協定の条約案については、両国の法

律担当部局が主導してリーガル・スクラビング

を行い、協定全体の文言精査を行います。その

上で、内閣法制局審査を経て国会に提出される
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という流れになっています。

【鈴木幹事長】

米田さんはどういったお仕事を。

【米田氏】

私は公益通報者保護制度全般を業務内容としてい

ます。まず、公益通報者保護法は附則第二条で施行

後５年の平成２３年４月を目途に法の見直しが求めら

れていまして、その関係で昨年６月より消費者委員

会に設置された公益通報者保護専門調査会でこの点

について調査審議がされておりましたので、所管省

庁として色々資料を提供したり、求めに応じてご説

明をしたり、消費者庁としての考え方を提示したり

しました。また、公益通報者保護法が国民の生命、

身体等の利益にかかわる法律が制定されたり廃止さ

れたりすると、関連政令を改正しなければならない

構造になっているため、既にこれまでに３回政令改

正を行いました。そのほか制度全体の運用の充実の

ため、広報資料としてハンドブックを作成したり、

研修会・説明会を開催したり、アンケート調査を実

施したり、ウェブサイトの維持運営をしたりもして

います。また、法解釈に関する問い合わせや取材も

日々ありますのでその対応もしますし、国会・委員

会などで公益通報者保護制度関連の質問がなされた

ときの対応もします。

それぞれのポストの今後

【鈴木幹事長】

本当に充実されているというお仕事振りをうかが

いました。少しおうかがいしたいのですが、皆さん

任期付きということで今のポストにいらっしゃるわ

けですが、皆さんの任期が終わったあとは、後任の

かたが同じようなポジションで採用予定になってい

るのでしょうか？

【井上氏】

私が今いる部署は、弁護士を採用するのは初めて

だったそうで、今後どのようにしていくのかは現時

点では未定のようです。

【鈴木幹事長】

田中さんの今のポジションは、田中さんが任期が

終えられたあとはどうなるのですか？

【田中氏】

法曹資格者を前提とした募集は行われない見込み

と理解しております。ご参考までに申し上げます

と、私が経済連携課に任用された当時は、日・印、

日・豪及び日・ペルーの３つの経済連携協定交渉が

進行しておりましたが、そのうち２つの交渉（日・

印及び日・ペルー）が２０１０年後半に妥結したところ

ですので、現在、アクティブに進行中の交渉は、基

本的には１つだけであると承知しております。

【鈴木幹事長】

米田さんのポジションはどうなのでしょう。

【米田氏】

現在既に後任の募集がかけられています。私が所

属している企画課は、二十数名の課員のうち、任期

付公務員の弁護士が５名、非常勤も合わせると計９

名の弁護士が所属していますので、弁護士がすぐに

馴染めるような環境にあると思います。

【鈴木幹事長】

藤田さんのポジションはどうですか？

【藤田氏】

後任の公募がかかると聞いています。どうしても

専門的な知識が必要とされる課ですので、弁護士を

含め、出向者が多く必要とされています。経済産業

省全体で見るとまだまだ弁護士は少ないなという印

象を受けているのですが、一方で弁護士を必要とし

ている課は多くあります。「産業組織課に弁護士が

いるんじゃない？」という話を聞きつけて、省内の

あらゆる部局から問い合わせがくることもしばしば

ありまして、経済産業省内では弁護士の需要はある

のだろうと思います。また、私がよくカウンターパー

トとして相対する法務省や金融庁は、確実に弁護士

２人～３人くらい出てくるのは通常で、それを考え

ても経済産業省にはまだまだ弁護士が増えてよいの

ではないかと思っています。

【鈴木幹事長】

役所の雰囲気としては来てくれるのであれば雇い

たいという雰囲気なのですか？

【藤田氏】

業務内容から考えるとそうなのですが、おそらく

予算の問題もあって増やしすぎることもできない状

況なのかなと思います。
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【鈴木幹事長】

そうですか。予算となると財務省の関係をご理解

いただくと…。これは弁政連の働きどころでしょう

か。一応ＰＲして…（笑）

今後のキャリアパスのイメージ

【柳楽氏】

任期が終わったあと、どういうキャリアプランを

お考えなのか、お聞かせいただけますか？

【米田氏】

私は元の事務所に戻る予定です。政策が決定さ

れ、実施され、検証・評価されていく過程に携わる

ことができ、とても新鮮で貴重な体験をしました

し、例えば大臣答弁をするにあたって、どのような

準備が必要でどれだけの人が夜通し働いているかと

いうところから想像していなかった世界があり、

ニュース一つを見るにしても捉え方が変わったなと

実感していますので、そのような点を含めてこの１

年で得た経験を生かせるといいなと思っています。

【鈴木幹事長】

田中さんは今後どうでしょうか。

【田中氏】

今後は弁護士としての仕事をしたいと思っていま

す。以前、指導を受けた先輩弁護士の下で、訴訟な

どの国内の法律実務をやらせていただきたいと思っ

ています。

外交交渉というと、我々弁護士の仕事とかけ離れ

たものと思われるかもしれないのですが、特定の論

点について、相手国と日本が、対立する利益の実現

を目指して戦うという意味で、少なくとも私が担当

した知的財産分野の交渉は訴訟と似ていると感じて

おりました。行司役（裁判官）のいない環境で、二

当事者対立構造の戦いを効果的に進めるには、訴訟

手続の諸原則について、法曹としてのトレーニング

を受けていたことが、交渉に役に立ったと思いま

す。

【鈴木幹事長】

では井上さんは。

【井上氏】

任期があと約１年あるので、任期を終えた後のこ

とは現在考えている最中です。現在の業務で、ポジ

ティブ・アクションをどのように企業の中に広めて

いくかということを扱う中で、企業内で働くという

ことにも興味が出てきたので、そういった選択肢も

含め、もうしばらく考えようかなと思っています。

【鈴木幹事長】

色々選択肢を模索しているということですね。藤

田さんは事務所に戻るのですか？

【藤田氏】

そうですね。元の事務所に戻る予定で、勿論今扱っ

ているような制度が弁護士業務に役に立つであろう

ということもあるのですが、それ以上に個人的に

思っているのは、これまでずっと法律は所与のもの

として、その解釈をどうするかということを考えて

いたのですが、今回出向に来て、そもそも法律でど

ういうことが出来るか、もっと言うと、どういう政

策を打ち出すところから始まるのか、といった新た

な視点を持つことができたことが自分にとって大き

かったと思います。さらに、多くの企業にヒアリン

グに行かせていただいて、企業の人がどのような思

いで、どのような考えを持っているのか、というこ

とを感じることができて、そういった経験が今後の

実際の案件に何らかの形で活かせていければそれが

一番よいかなと思っています。

これからの弁護士にメッセージを

【鈴木幹事長】

では、最後にメッセージをいただいて、今日の座

談会を終わりたいと思うのですが、米田さんからお

願いできますか？

【米田氏】

数多くの百聞は一見に如かずの体験が待っていま

すので、是非積極的にチャレンジいただきたいと思

います。これは自分がそうだったから思うところで

あって、そうでなければならないというものではあ

りませんが、ある程度の弁護士経験があった方が、

自分が今得ている体験がいかに貴重なものであるか

をより理解でき、また当該経験をどう生かすかをよ

り戦略的に具体的に考えられるのではないかなと思

います。

】Ｓｅｒｖｅｒ／★日本弁護士政治連盟／弁政連ニュース２４号／弁政連ニュース２４号／２－７  2011.03.28 19.57.49  Page 6 
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それから、採用の際に面接担当の方から言われて

違和感というか不思議に思ったのですが、「弁護士

の先生方が普段されないような雑用もしていただく

ことになりますよ」という趣旨のことを繰り返し言

われたんです。これについて入庁後、真意を尋ねた

ところ、過去に任期付公務員の中に、こういったロ

ジスティクス、例えばコピーやスケジューリング等

の業務について、これは弁護士がする仕事ではない

と言ってなさらない方がいらっしゃり、それを警戒

して念押ししたとのことでした。この話を聞いて、

表現が難しいですが、個人的にはすごく勿体無いと

思いました。もちろん、弁護士としての専門知識を

生かして貢献することも求められていることの一つ

ではありますが、やはりどのような業務にも積極的

に謙虚に取り組むことで官僚の方々と今後も続くよ

うな信頼関係を構築することができ、それが大切な

財産になると思いますし、またロジスティクス業務

からも多くの得るものがあると思います。私は弁護

士としてはもうすぐ丸１０年ですが、入庁した時の意

識としては公務員１年生だと思っておりました。逆

に言えば、そのような意識を持つことに違和感がな

い方でしたらどなたでもやっていけると思います。

【田中氏】

私も面接の際に同じことを聞かれましたが、今、

米田先生がおっしゃったことと全く同感です。

さらに、２年間の経験から、私は次のように感じ

ております。たとえ一定期間（任期付公務員）であっ

たとしても、組織に所属し、その中で行政官らとと

もに仕事をすることは、貴重な経験でした。それは

弁護士としてのキャリアという意義だけでなく、自

国の事務に関与させていただくという有り難い経験

であったと思っています。

任期付き公務員に応募するには、弁護士としてあ

る程度の経験があった方がいいということについて

も、米田先生のご意見に同感です。

【井上氏】

政策を作る過程などの行政庁ならではの経験を持

つことは、弁護士としてどのような分野に進んでい

くとしても自分自身の特徴になると思います。ま

た、私は弁護士としての経験が浅いまま任期付公務

員となり、そのことに対する迷いや不安もあったの

ですが今を逃すともう二度とチャンスはないかもし

れないと思って応募しました。興味を感じるポジ

ションの募集があれば、弁護士としての経験年数に

はあまりこだわらず思い切って応募してみるのもよ

いのではないかと感じています。

【藤田氏】

とにかく視野が広がるし、人間としての幅が広が

りますし、これまで自分がいかに狭い世界で物を見

ていたかというのを感じさせられました。これまで

出会ったことのないようなタイプの方とも多数出会

えますので、自分の価値観みたいなものがガラッと

変わるというのはザラですし、本当に面白い仕事で

す。確かに弁護士経験は一定程度あった方がよりよ

いのではないかとは思いますが、まずはとにかく

チャレンジしてみるのがよいと思います。そこに面

白い世界があるのは間違いないと思います。

【鈴木幹事長】

とにかく行政庁に入られて今の仕事以上に満足し

ている、いい経験でもあるということで、国の役に

も立っているし、そして自分の役にも立っていると

うことで是非後進が続々続いてほしいという企画の

意図も達成できたのではないかと思います。本当に

今日はお忙しいところどうもありがとうございまし

た。 （平成２３年２月２日於霞が関弁護士会館）

】Ｓｅｒｖｅｒ／★日本弁護士政治連盟／弁政連ニュース２４号／弁政連ニュース２４号／２－７  2011.03.30 11.54.03  Page 7 
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枝野幸男氏が内閣官房長官
私はこれまで１７年間、「ぶれない」「こびない」「あきらめない」という基本姿
勢を貫いて政治活動を続けてきました。官房長官としても、この基本姿勢を変え
ることなく菅総理をしっかりと支えて参りたいと考えています。それとともに、
市民感覚をしっかりと受け止め認識している、と皆様に感じて頂ける、親近感を
持って頂ける内閣官房になるように、内閣のスポークスマンとしての役割を果た
したいと考えています。

内閣官房長官
内閣府特命担当大臣
（沖縄及び北方対策）

衆議院議員 埼玉県５区 当選６回
第二東京弁護士会所属 ４３期
２００２年 民主党政務調査会長
２０１０年 行政刷新担当大臣（２月～６月）

民主党幹事長（６月～９月）
２０１１年 内閣官房長官（１月～）

衆議院法制局法制企画調整部長との懇談会報告

３月３日の午後６時半から、日弁連地方自治のあり方と弁護士の役

割に関する検討ＷＧ主催の衆議院法制局法制企画調整部長橘幸信氏に

よる「条例制定技術に関する勉強会」が開催され、弁政連の会員の多

くも参加しました。

橘氏によれば、「今後の地方自治の進展に伴って、本格的な政策条

例制定の必要性が高まっている」「しかし、条例制定には、関係法規

や先行条例と整合性を保ちながら、政策目的実現のために疑義の無い

法文を作るという高度な技術が必要であり、現状の自治体や地方議会

には、そのノウハウが圧倒的に不足している」「現行法のシステムや

解釈に固執することなく、一方で表現等は前例を適切に踏襲して正確に書き切る技術をもった弁護士の支援が

求められている」とのお話しでした。

具体的な条例制定事例の紹介や、勉強を始めるにあたり最初に読むべき本の紹介など、実践的な内容も盛り

込んでいただき、非常に判り易く、かつ意義深い勉強会となりました。 （企画委員会副委員長 水上貴央）

行政事業レビューPT報告書 枝野幸男民主党幹事長代理（当時）に提出

昨年１２月１７日、枝野幸男民主党幹事長代理（当時）に、昨年

１０月出版した行政事業レビューＰＴの報告書を、尾崎純理弁政

連企画委員長・上山直樹同企画委員会事務局長・水上貴央同企

画委員会副委員長が持参し説明をしました。

弁護士会会員である大臣の紹介

】Ｓｅｒｖｅｒ／★日本弁護士政治連盟／弁政連ニュース２４号／弁政連ニュース２４号／８  2011.03.29 10.50.56  Page 8 
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日
弁
連
の
施
策
実
現

に
向
け
て
弁
政
連
の

積
極
的
活
動
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
推
進
本
部

杉
本
喜
三
郎
（
静
岡
県
弁
護
士
会
）

政
策
戦
略
会
議
も
担

当
し
ま
す
。
弁
政
連

と
共
に
立
法
課
題
に

取
組
み
ま
す
。

法
曹
養
成
検
討
会
議

澤
井

英
久
（
第
二
東
京
弁
護
士
会
）

国
民
の
た
め
に
日
弁

連
の
政
策
を
弁
政
連

と
共
に
実
現
し
て
い

き
た
い
。

弁
護
士
任
官
等
推
進

セ
ン
タ
ー

木
津
川
迪
洽
（
第
一
東
京
弁
護
士
会
）

弁
政
連
と
連
携
し
て

取
調
べ
の
可
視
化
と

人
質
司
法
の
打
破
を

め
ざ
し
ま
す
。

取
調
べ
の
可
視
化
実

現
本
部

竹
之
内

明
（
東
京
弁
護
士
会
）

平成２３年度 日本弁護士連合会副会長
氏名（所属会）／主たる委員会／抱負

日
弁
連
の
施
策
を
実

現
す
る
た
め
に
は
弁

政
連
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

日
弁
連
研
修
セ
ン
タ
ー

中
村

正
典
（
愛
知
県
弁
護
士
会
）

市
民
の
た
め
の
司
法

改
革
実
現
に
向
け

て
、
弁
政
連
の
活
動

に
期
待
し
ま
す
。

法
曹
人
口
政
策
会
議

中
村

利
雄
（
京
都
府
弁
護
士
会
）

民
事
司
法
の
改
革
立

法
課
題
に
つ
い
て
弁

政
連
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

民
事
裁
判
手
続
に
関

す
る
委
員
会

中
本

和
洋
（
大
阪
弁
護
士
会
）

弁
政
連
の
理
事
で
し

た
。
日
弁
連
と
弁
政

連
の
連
携
強
化
に
一

層
努
め
ま
す
。

日
弁
連
公
設
事
務
所
・

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

藤
田

善
六
（
新
潟
県
弁
護
士
会
）

来
た
る
超
高
齢
化
社

会
お
よ
び
地
方
分
権

に
備
え
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
齢
社
会
対
策
本
部

宮
崎

浩
二
（
香
川
県
弁
護
士
会
）

日
本
の
人
権
状
況
の

改
善
の
た
め
に
努
力

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
会

三
木

正
俊
（
札
幌
弁
護
士
会
）

市
民
目
線
で
の
第
二

次
司
法
改
革
に
市
民

と
協
働
し
て
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

司
法
修
習
生
給
費
制

維
持
緊
急
対
策
本
部

新
里

宏
二
（
仙
台
弁
護
士
会
）

第
二
次
司
法
改
革
の

実
現
に
向
け
て
、
弁

政
連
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
お
願
い
し
ま

す
。

子
ど
も
の
権
利
委
員
会

松
岡

茂
行
（
宮
崎
県
弁
護
士
会
）

日
弁
連
の
施
策
を
実

現
す
る
た
め
、
弁
政

連
の
発
展
に
力
を
注

ぐ
つ
も
り
で
す
。

国
選
弁
護
対
応
態
勢
確

立
推
進
本
部

水
谷

賢
（
岡
山
弁
護
士
会
）
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２０１１年新年会 会場に熱気あふれる

平成２３年１月２０日午後６時から、弁護士会館クレオにおいて、国会議員の方々をお招き

して新年会が開催されました。出席者総数２６６名、うち国会議員のご出席は１１２名（本人出

席４６名、代理出席６６名）、都議会各党代表者が３名と、クレオが一時立錐の余地がないほど

盛大な会となりました。梶谷弁政連理事長、宇都宮日弁連会長の挨拶に続き、江田法務大

臣に乾杯のご発声をいただいたのに続き、自由民主党の谷垣総裁、公明党の山口代表、社

会民主党の福島党首をはじめ多数の先生方からお言葉を頂戴しました。

（常務理事 出井直樹）

江田五月 法務大臣 谷垣禎一 自由民主党 総裁

山口那津男 公明党 代表 福島みずほ 社会民主党 党首

】Ｓｅｒｖｅｒ／★日本弁護士政治連盟／弁政連ニュース２４号／弁政連ニュース２４号／１０－１１  2011.03.28 20.11.00  Page 
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全国支部懇談会開催される

全国のほぼ全ての支部（平成２３年１月現在３４支部）

からの参加を得て、全国支部懇談会が開催された。

今年度新たに設立された支部（三重県・島根県・和

歌山・鳥取・奈良）の紹介、各支部のさまざまな取

組みの報告がなされた。支部独自のニュースを発行

している支部、会員増強に向けて地道な努力を続け

ている支部、個別の国会議員ごとにサポーター会員

を付けて支援する制度を取り入れた支部など、ユ

ニークな取組みも紹介された。引き続いて、本部か

らも各委員会の活動報告があり、国会議員（候補者）

を推薦する場合の基準等について、活発な質疑・意

見交換がなされた。 （常務理事 出井直樹）
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笠
井

亮

比
例
東
京

共
産

金
森

正

比
例
東
海

民
主

鹿
野

道
彦

山
形
１
区

民
主

金
田

勝
年

秋
田
２
区

自
民

川
口

博

秋
田
２
区

民
主

川
越

孝
洋

比
例
九
州

民
主

川
島
智
太
郎

比
例
東
京

民
主

川
端

達
夫

滋
賀
１
区

民
主

河
村

建
夫

山
口
３
区

自
民

城
内

実

静
岡
７
区

無
所
属

菊
田
真
紀
子

新
潟
４
区

民
主

岸
田

文
雄

広
島
１
区

自
民

北
神

圭
朗

京
都
４
区

民
主

黒
岩

宇
洋

新
潟
３
区

民
主

小
池
百
合
子

東
京
１０
区

自
民

小
泉

俊
明

茨
城
３
区

民
主

河
野

太
郎

神
奈
川
１５
区

自
民

高
村

正
彦

山
口
１
区

自
民

後
藤
田
正
純

徳
島
３
区

自
民

小
林

興
起

比
例
東
京

民
主

小
宮
山
洋
子

東
京
６
区

民
主

斉
藤

鉄
夫

比
例
中
国

公
明

笹
木

竜
三

福
井
１
区

民
主

塩
崎

恭
久

愛
媛
１
区

自
民

階

猛

岩
手
１
区

民
主

菅

義
偉

神
奈
川
２
区

自
民

菅
原

一
秀

東
京
９
区

自
民

仙
谷

由
人

徳
島
１
区

民
主

高
市

早
苗

奈
良
２
区

自
民

橘

慶
一
郎

富
山
３
区

自
民

橘

秀
徳

神
奈
川
１３
区

民
主

谷
垣

禎
一

京
都
５
区

自
民

谷
畑

孝

大
阪
１４
区

自
民

樽
床

伸
二

大
阪
１２
区

民
主

中
後

淳

千
葉
１２
区

民
主

辻

惠

大
阪
１７
区

民
主

富
田

茂
之

比
例
南
関
東

公
明

中
井

洽

三
重
１
区

民
主

中
津
川
博
郷

比
例
東
京

民
主

中
山

義
活

東
京
２
区

民
主

西
村
ち
な
み

新
潟
１
区

民
主

野
田

聖
子

岐
阜
１
区

自
民

初
鹿

明
博

東
京
１６
区

民
主

鳩
山

邦
夫

福
岡
６
区

無
所
属

鳩
山
由
紀
夫

北
海
道
９
区

民
主

伴
野

豊

愛
知
８
区

民
主

平
岡

秀
夫

山
口
２
区

民
主

藤
田

憲
彦

東
京
４
区

民
主

古
川

元
久

愛
知
２
区

民
主

古
本
伸
一
郎

愛
知
１１
区

民
主

前
原

誠
司

京
都
２
区

民
主

松
下

忠
洋

鹿
児
島
３
区

国
民
新
党

松
浪

健
太

大
阪
１０
区

自
民

松
本

純

神
奈
川
１
区

自
民

松
本

剛
明

兵
庫
１１
区

民
主

三
井

辧
雄

北
海
道
２
区

民
主

村
越

祐
民

千
葉
５
区

民
主

茂
木

敏
充

栃
木
５
区

自
民

森
岡
洋
一
郎

埼
玉
１３
区

民
主

山
尾
志
桜
里

愛
知
７
区

民
主

山
崎

摩
耶

比
例
北
海
道

民
主

山
花

郁
夫

東
京
２２
区

民
主

山
本

幸
三

比
例
九
州

自
民

山
本

有
二

高
知
３
区

自
民

横
粂

勝
仁

神
奈
川
１１
区

民
主

吉
田
お
さ
む

大
阪
４
区

民
主

参
議
院
議
員

愛
知

治
郎

宮
城

自
民

石
川

博
崇

大
阪

公
明

市
田

忠
義

比
例

共
産

井
上

哲
士

比
例

共
産

上
野
ひ
ろ
し

比
例

み
ん
な
の
党

魚
住
裕
一
郎

比
例

公
明

江
田

五
月

岡
山

民
主

大
河
原
雅
子

東
京

民
主

小
川

勝
也

北
海
道

民
主

小
野

次
郎

比
例

み
ん
な
の
党

川
上

義
博

鳥
取

民
主

小
西

洋
之

千
葉

民
主

今
野

東

比
例

民
主

櫻
井

充

宮
城

民
主

鈴
木

寛

東
京

民
主

竹
谷
と
し
子

東
京

公
明

鶴
保

庸
介

和
歌
山

自
民

中
川

雅
治

東
京

自
民

中
村

哲
治

奈
良

民
主

西
岡

武
夫

比
例

無
所
属

福
島
み
ず
ほ

比
例

社
民

古
川

俊
治

埼
玉

自
民

前
川

清
成

奈
良

民
主

松

あ
き
ら

神
奈
川

公
明

増
子

輝
彦

福
島

民
主

松
村

祥
史

熊
本

自
民

水
戸

将
史

神
奈
川

民
主

柳
田

稔

広
島

民
主

山
口
那
津
男

東
京

公
明

都
議
会
議
員

中
嶋

義
雄

都
議
会
公
明
党
幹
事
長

吉
田

信
夫

日
本
共
産
党
都
議
団
幹
事
長

中
川

直
人

社
会
民
主
党
東
京
都
連
合
幹
事
長

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

出
席
議
員
（
本
人
太
文
字
）
選
挙
区
・
政
党
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平成２１年３月２６日に設立しましたので、２年間の
活動ということになります。
加入率が７８．３％と高いのは、先輩会員が新入会員
に積極的に勧誘を働きかけるという伝統があること
と、一致団結という釧路弁護士会の伝統のおかげで
す。
活動実績は、昨年８月仲野博子衆議院議員と伊東
良孝衆議院議員に対し、９月は帯広で石川知裕衆議
院議員に対し、給費制維持・支部活動の充実・取調
べ可視化について要請活動をしました。
２名の衆議院議員に対してはスケジュールの都合

で要請活動ができませんでした
ので、給費制維持等のパンフ
レット、資料を郵送しました。
支部会員に活動の報告をする
ためこれまで３回弁政連釧路支
部ニュースを発行し、また、意
見交換のためメーリングリスト
を開設しています。
３月下旬には定期総会、懇親
会を予定しており、今年も充実した活動及びさらな
る会員の増強を図りたいと考えています。

１ 山口県支部（森重知之支部長）では、地元選出
国会議員４名（河村建夫、平岡秀夫、藤谷光信、
高邑勉、いずれも敬称略）と山口県弁護士会３０名
（弁政連会員・非会員含む）の参加を得て、平成
２２年１２月４日に山口市湯田温泉（ホテルニュータ
ナカ）において国会議員との意見交換会を開催し
ました。今回は特に６０期以降の若手の参加を多く
得ることができました。
２ タイミングとしても司法修習生の給費制の１年
延長が議決された直後であり、この問題に関する
意識が高かったことと、各種刑事事件の報道も
あって取調べの可視化に関する議論、また山口県
では相対的に支部事件が多いことなどの３点が議
題となりました。
� 給費制の維持について１１月に国会では議決さ
れたものの、今回の意見交換会に参加された国
会議員からは決して甘い見通しの話はなく、「修
習生と同世代の大学の修士・博士課程の研究者
たちと、どれだけ違うのかという説明が国民に
できるのか？」という厳しい意見を頂きまし
た。
やはり私たちも弁護士内だけで議論するだけ
でなく、マスコミや国民と直接対峙して多元的
な意見に接し、制度的な身分保障の必要性の理
解を得るような努力をすることは必要なのでは
ないかと思います。また、国会議員の方でさえ
理論的な話では納得させられていないことも良
く分かりましたので、理念論だけでなく、現実
にどれだけ弁護活動や生活に支障が出るのか？
という具体的な問題提起が今後は必要なのでは
ないかと思います。

� 刑事弁護の充実と捜査手
続の可視化については参加
者間に異論はありませんで
した。
� 支部問題に関しまして
は、山口県内の裁判員裁判
対象事件は本庁管内での発
生が極端に少なく、その８
割以上が支部管内で発生し
ていて、刑事司法のバランス良い充実のために
は、支部問題の解消が不可欠であること、労働
問題も含めた相談も本庁管内よりも各支部にお
ける相談件数が圧倒的に多いということが紹介
されて、議員の方々への意識づけができたので
はないかと思います。

３ 意見交換会に引き続いて、平成２０年度の日弁連
副会長を務められた田川章次会員（下関地区会）
から今後の日弁連への展望についての講話を頂き
ました。また懇親会も多くの会員が参加して和や
かに行われました。
４ 平成２１年１月に発足した後、山口県支部では何
度か国会議員との意見交換会を企図して参りまし
たが、なかなか国会議員の日程との調整ができ
ず、開催が延び延びになっておりました。
今回やっと開催できて相応の成果を感じること
ができましたし、今後は政策要望事項のみなら
ず、地域を取り巻く多面的な問題に関して意見交
換を行い、知見を広めていく意味で、地方議会議
員や首長との間の意見交換会も企画したいと思い
ます。

支部報告�

釧路支部 ２年間の歩み
釧路支部長 那知 哲

山口県支部 国会議員との意見交換会
山口県支部幹事長 末永 久大

（森重知之支部長）
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岩手支部設立総会報告
平成２３年２月１２日午後５時から、盛岡グランドホテルにお

いて、弁政連岩手支部の設立総会並びに設立披露パーティー

を開催致しました。

設立総会には、本部から梶谷剛理事長、鈴木善和幹事長に

出席して頂き、会員１８名の参加のもと、支部規約、役員人事

などの議題が滞りなく承認されました。

披露パーティーは、階猛衆議院議員（会員でもあります）、

主濱了参議院議員を始め小沢一郎衆議院議員（代理出席）、

平野達男参議院議員（代理出席）、岩手県議会議員（代理出

席を含め）１４名、遠野市副市長など、多数の出席を得て幅広

く活発な意見交換がなされ、盛況のうちに終了致しました。

地方議会選挙を控え、各候補者からの推薦依頼なども入っ

ておりますが、県選出の国会議員、首長、県議会議員との懇

談会などを企画し、支部の認知度を高めていくことから活動

を始めたいと思っております。

（弁政連岩手支部支部長 高橋 耕）

鳥取県支部設立報告
１月８日午後４時から米子市内の米子全日空ホテルにおいて、弁政連鳥取県支部の設立総会並

びに記念懇親会を開催しました。年末から年始にかけて降った、当地の観測史上最大積雪（８９cm）

の影響で開催が危ぶまれましたが、その日だけは奇跡的に天気が回復し、滞りなく設立総会を終

えることができました。これで、全国に先駆けて中国ブロック全県に支部が設立されたことにな

ります。

当日は本部から梶谷理事長、鈴木幹事長及び福島事務局員のご参加をいただき、当会からは２０

名の会員が参加しました。その後の懇親会も和気あいあいの雰囲気で楽しく歓談しました。また、

各地での新年会挨拶の間をぬって出席いただいた国会議員には、川上義博参議院議員は総会中に、

湯原俊二、赤沢亮正両衆議院議員は懇親会で、ご挨拶と力強いエールをいただきました。

今後は、日弁連や単位会の政治的課題について、国会議員のみならず地方議会議員や首長等と

も連絡を取り合って協議や要請をしていく所存です。

（弁政連鳥取県支部支部長 安田寿朗）

奈良支部設立総会報告
１月１４日、奈良支部の設立総会と記念懇親会を開催しまし

た。近畿の最後を飾る支部設立です。

設立総会には、本部から梶谷理事長、鈴木幹事長のご出席を

いただき、１８名の会員が参加して支部規約や役員人事等を決議

しました。くしくも当日は菅内閣の内閣改造が行われた日とな

りましたが、懇親会には、滝実、高市早苗、大西孝典の各衆議

院議員、前川清成参議院議員にご出席をいただき、盛会のうち

に終了することができました。近弁連管内の全支部の支部長に

も揃ってご出席いただけたのは大変な喜びであり、近畿最後の

支部設立となったことによる「役得」でもあったと思います。

全国の各支部からも祝電を頂戴し、厚く御礼申し上げます。

現在支部の会員は２８名であり、組織率は２０％です。今後、先

行して活動されている支部の様子なども参考に、会員の拡大を

図ると共に、国会議員との意見交換、ネットワーク作りなどの

活動を積極的に行っていきたいと考えています。

（弁政連奈良支部副支部長 北岡秀晃）
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編集後記 この国の安全と安定の重要性を痛感させられる中での発行となりました。（いいだ）

引き続き政治情勢に目が離せない編集作業となりました。（いでい）

有事における政治の力が求められている時期だと思います。（なぎら）

福嶋浩彦消費者庁長官との朝食会
１月１３日、福嶋浩彦消費者庁長官との朝食会が開催された。宇都宮日弁連
会長を始めとして、日弁連消費者問題対策委員会の方々、弁政連からは尾崎
副理事長、弁政連理事及び企画委員会委員等合計３０名ほどが参加した。福嶋
長官からは、過去に、我孫子市議会議員を３期１１年、そして我孫子市長を３
期１２年務められた豊富なご経験を踏まえ、消費者行政と地方分権について
語っていただいた。消費者行政では、消費者自身が自主的な選択をするため
に、行政が消費者目線で消費者と情報共有することが重要、また、国の消費
者行政は地方消費者行政に学ぶべき点が多いと述べられた。地方分権では、
行政の権限を市民により近く、市民がコントロールしやすい自治体に移し、
市民の権限を大きくすることが分権であり、今後自治体は自立の意思を持た
なければならないと述べられ、自治体が市民参加型となり、事業仕分けなど
弁護士が参加する場面も増えており、今後さらに弁護士の役割も大きくなる
と期待を表明された。 （企画委員会副委員長 大井修平）

宮崎県支部設立報告
３月１９日午後５時より、宮崎県支部の設立総会と設立披露会を開催致しま
した。全国で３６番目の支部設立になりました。
開催に当たりましては、３月１１日に発生した東日本大震災により、東北地
方を中心として、過去に例を見ないほど広範囲で甚大な被害が発生してお
り、大変心配しながら、心を痛めております。被災された弁護士会員及び関
係者の皆様を含め大震災の被災者の皆様には、心よりお見舞い申し上げま
す。
当日の設立総会と披露会には、梶谷理事長、鈴木幹事長、福島事務局員に
ご参加いただきました。当会からは、会員２６名が参加し、支部規約や役員人
事等を無事決議できました。披露会には、川村秀三郎衆議院議員にご出席い
ただき、当支部のこれからの活動に対する力強いエールをいただきました。
また、全国の各支部から祝電を頂きました。心よりお礼申し上げます。被災
地である岩手支部、福島県支部を含む東北、関東の各支部からまで祝電を頂
き、大変痛みいっております。
当支部の会員数は、現在３９名です。これからは、会員をさらに拡大してい
くと共に、国会議員や県内自治体の首長及び地方議会議員とも交流を深め、
市民・県民のためのよりよい司法の実現に向けた活動をしていく所存です。

（弁政連宮崎県支部支部長 田中 寛）

支部人事について
鳥取県支部
支 部 長 安田寿朗
理 事 川中修一、西村正男、松本啓介、大田原俊輔
監 事 寺垣琢生
岩手支部
支 部 長 高橋 耕 副支部長 吉田瑞彦
理 事 石川 哲、渡辺正和、川上博基、小笠原基也

萩原達也、吉江暢洋、石橋乙秀
監 事 桝田裕之
事務局長 長谷川大

奈良支部
支 部 長 中本 勝 副支部長 北岡秀晃
理 事 中川和男、内橋裕和、藤井茂久、藤本卓司

朝守令彦、飯田 誠、中西達也、北條正崇
谷口宗彦、島田裕次

監 事 吉田恒俊
事務局長 藤本卓司
宮崎県支部
支 部 長 田中 寛 副支部長 萩元重喜、西田隆二
理 事 江藤利彦、大迫敏輝、黒木昭秀、新原次郎

成見正毅、松田幸子、宮田尚典
監 事 町元真也
事務局長 大迫敏輝

本部人事について
梶谷剛理事長が日本司法支援センター理事長に４月１０日付で就任し、これに伴い当連盟の理事長を３月３１日をもっ
て退任しました。そして４月１日をもって吉岡桂輔副理事長が理事長代行に就任しました。
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